
　相続などの理由により、
給水装置の使用者や所有
者に変更があったときは、
忘れずに使用者や所有者
の変更届出をお願いしま
す。

　空き家・空き部屋をお持ちの
場合、また、旅行や福祉施設へ
の入所などで長期間にわたって
不在となる場合、水道管やボイ
ラー等が凍結し破損する恐れが
あります。長期不在の場合は、
水道料金のかからない 「中止」
の手続きをお勧めします。
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　冬期間検針しない地域は、検針し
なくなる前の月の検針票で、推定水
量・料金等をお知らせします。水量
の変更などは 「水道お客様センター」
までご連絡ください。冬期推定料金は、
５月の検針にて精算します。
　なお、冬期間も検針する地域のお
客様は、メーターボックス付近の除
雪にご協力ください。｠

空き家・空き部屋をお持ちの方、
冬期間留守にされる方へ

使用者や所有者が
変更になったときは

冬期間の検針について空き家・空き部屋をお持ちの方、
冬期間留守にされる方へ

使用者や所有者が
変更になったときは

※水抜き栓（ハンドル式）は 「半開」、「半閉」 の状態だと地下に水が漏れてしまいます。
　必ず 「全開」 または 「全閉」 の状態で使用してください。

冬期間の検針について

お問い合わせ先 「横手市水道お客様センター」　☎０１８２‒３２‒２７５８

お問い合わせ先 「横手市水道課」　☎０１８２‒３５‒２２５２

～水道管の凍結に～ご注意ください
　水道管の凍結・破裂は寒さが厳しくなる１２月から２月にかけて多く発生しています。特に昨年
１２月から２月の間は、連日マイナス１０度を下回る気温が続き、最低気温がマイナス１６度になっ
た日もありました。
　このため、普段は凍結しないご家庭でも凍結や破損が発生しています。水道管が凍結すると水道が使えないば
かりか、解凍作業や修理に高額な費用がかかる事になります。冬になる前に凍結の防止方法を確認して水道管の
冬支度をしましょう。

凍結の防止策凍結の防止策
●水道管・じゃ口を保温する。
●メーターボックス内を保温する。
●水抜き栓を閉める。

こんなところは
凍結しやすいので気をつけて!!
こんなところは
凍結しやすいので気をつけて!!
●水道管がむき出しのところ
●北向きのところ
●風当たりの強いところ
●家の外にあるじゃ口

水道管の凍結・破裂は寒さが厳しくなる１２月から２月にかけ

寒さは水道の天敵です寒さは水道の天敵です

①じゃ口をあけて水を出す。
②水抜き栓のハンドルを右（閉の
　方向）にまわし、完全に閉める。

③水が止まったことを確認し、
　じゃ口は開いたままにして
　おく。

水を抜くとき


